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�　Vol.4 潮騒�

コミュニティーの活性化につながる行事や祭などの役割は、�

一般に行事の必要性や祭の歴史・背景が十分に伝承されず、�

近年盛んに行われる行事であったかのような認識がされているかもしれません。�

今回は、地域資源として地域で培われた行事や祭の共同作業を通じ、�

「近所住民同士で支え合う相互扶助」についてひも解き、�

地域住民のかかわりから地域の活性化を図る活動についてご紹介していきます。�

長仙寺副住職　�

渡辺真教�
（44歳）�

引き継がれる祭・消え去る行事�
地域の信頼に支えられた祭�

■おたがまつり＜玉取祭＞（長仙寺／六連校区）�
　祭は、神仏や自然に対する畏敬（いけい）の念から行われること

が多いと思います。例えば、雨乞いをルーツとする田原祭も同様で

す。おたがまつりの玉取は、海に対して恐れ敬う気持ちがベース

にあると思います。�

　玉取は、海や海を支配する神仏に対して、その加護を受けよう

と若者達が玉を争って取り合います。玉は海であり神仏の加護の

象徴なのです。�

　おたがまつりは、若者達に大人社会の疑似体験をさせる絶好

の場なのです。若者達は、祭に関わることで、社会に参画している

自覚を持ちます。また社会も若者達を認める場として祭を大切にし

ています。日本全国の多くの祭が、子供や若者を神仏の代理者と

して役付けする意味は、こうしたところにあるのかもしれません。�

　おたがまつりが現在まで生き残ったのは、祭を担う地域住民が、

自然や神仏に対する畏敬の念と、「共に住む者」としての自覚と誇

りを、世代の違いを超えて常に持てたからだと思います。その畏敬

の念と、地域に暮らす自覚と誇りが、地域社会の発展や融和につ

ながっていると思うのです。�

神楽風景／百々神社�

玉取祭風景�

東部校区　�

安田明弘�
（31歳）�

六連校区　�

鈴木昇太郎�
（76歳）�

■神楽（六連校区・東部校区・神戸地区）�
　神楽の目的は、神様に神楽を奉納し村の安全を祈願することに

あります。�

　百々地区の神楽は約４００年の

歴史に支えられ、これまで地域の

伝統文化として継承されてきました。�

　私は、５歳の頃から横笛を吹き

神楽に接してきましたが、私なり

に感じる事は、地域の方達の支

える空気や力添えがあるからこ

そ百々の文化として神楽が継承

できていると思います。�

　神楽をやる人がなく、途切れた時代もありました。しかし、地区の

伝統芸能である神楽を谷熊神楽保存会員が受け継ぎ、地域の祭

で披露しています。�

　これからも地域の祭を飾り、皆

さんの交流が増すことができるよ

う努力したいと思います。�

　また、私達の子供に神楽を見

せてあげたいと思っています。�

祭・行事�
地 域 資 源 �

《特集》�

＊�

＊畏敬：かしこまり、うやまうこと�

かぐら�
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■送り神（大泉寺／大草地区）�
　江戸時代の頃から、大草地区では子供達に疫病が流行ってい

ました。村の衆達は流行り病を大草から追い出すため、毎年２月８

日と１２月８日に「八日餅（ぼた餅等）」をつき神様に供えて、村の安

泰を願い続けました。�

　この行事（送り神）の主役は、ワラで男女の人形と竹で船飾りを

作る男ばかりの子供達でした。行事の当日は、深夜暗いうちに村中

の家 を々巡り、くど（かまど）の前で御払いをします。翌日の夜には、

人形に封じ込めた疫病神を数名で担ぎ、「送り神を送るぞ。２月８日

の事始め。（師走８日の事納め。）」という掛け声で村境（水川境・

新井境）に送り出しました。送り出した後、後ろを振り向かないことが

行事の慣わしで、七つ角を曲がるまで皆後ろを振り向きませんでした。�

　行事を重ねると自然に昔と違う型になってきましたが、本来の目

的は、地域が子供を守ること、村が団結して何かに取り組むこと、

村の大切さを皆が考えることにあったと思います。�

　医療の発達などのため、迷信じみた行事は昭和３３年頃に取り

止められましたが、昔の人達は常に村のことを考えていたことが分

かります。�

（校区総代のコメント）�

縦・横のコミュニケーションが失われつつある今、校区・地区として

住民のまとまりを持ち続けたいため各種の行事等を行っています。�

地域の文化（行事、祭など）は、地域が自己主張するための手段

であると同時に、自らの地域を知り、自らの地域を創る方法を模索

する手段にもなっていると思います。�

東部校区：公民館まつり�送り神風景※写真提供／小野田勝一�

送り神風景�

神戸校区：ミニバレーボール大会�

大草校区：地引網�

六連校区：カーブミラー清掃�

住民同士を結び付ける現在の行事�
主な校区行事�

地区行事を任された子供達の行事�

大草校区　�

太田克一�
（76歳）�

大草校区　�

太田良治�
（59歳）�
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住民同士を結び付ける現在の行事�
主な地区行事の例�

《表浜地区の行事に参加して》�

自分たちの得意なことを校区・地

区のために役立てたり、多くの

方と活動する中で楽しみや心の

ふれあい、そして私達自身が充

実感を得ることは大切だと感じま

した。�

清掃活動に汗を流すみなさん�

谷ノ口地区：草刈り�

百々地区：春の大祭�

第4回表浜自然ふれあいフェスティバル（鍋物を担当されたみなさん）�

東部中学校の生徒のみなさん�

表浜地区全体の行事�

六連校区　�

清水秀夫�
（53歳）�

六連校区　�

大谷ますみ�
（44歳）�

神戸校区／谷ノ口地区�
①草刈り（年２回）　②お日待ち（年４回）�

③地引網・親睦会ほか�
※谷ノ口地区民（約２５０人）の内、２００人以上が参加する行事です。�

六連校区／百々地区�
①草刈り（年２回）　②お日待ち（年２～３回／組によって異なる）�

③祭（春・秋）�
※春の大祭は、持ち投げや玉取（大漁・豊作・家内安全祈願が目的）が行わ

　れるため、多くの区民が参加している行事です。�

　昔は親睦会やソフトボール大

会も地区でやってました。最近で

は行事が減ってきていますが、世

帯（組）毎や異なる世代間で交

流が催されているようです。行事

は少なくなりましたが、人と人との

お付き合いを大切にするために

地区行事は重要だと思います。�
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目標とする地域像「表浜自然ふれあいガーデン」の実現のため、

百々、谷ノ口、大草の３拠点を中心に整備を進めます。�

潮騒 Vol.4　��

�

�

�

集落内道路の現地調査�

会議風景�

地域資源を活かす取り組み�

地域を変えるために�

自らの地域を知り・自らの地域を創る活動�
（谷ノ口総合整備促進協議会／谷ノ口地区）�

　住民参加型の「まちづくり」が叫ばれ、集落が一体となっ
て自らの地域に独自の誇るべき新しい価値を見出すため、
地域らしさを確立する活動を始めました。�

　谷ノ口地区は、集落全体の機能と生活環境の改善、谷ノ口海

岸への来訪者増加による安全確保を図るため、谷ノ口地区の魅

力を発揮しながら自立的な地域活動を促進して、基礎的な住民自

治の原点であるコミュニティの活性化等に取り組んでいます。この

取り組みは、太平洋岸地域整備基本構想・基本計画（H8～策定）

に基づき、地域住民の意見を地域に反映させながら、価値ある海

岸の整備に結びつける取り組みとして行っています。�

谷ノ口総合整備促進協議会�
会長　�

福井哲巳�

　地域社会は、ある一定の地域においてその地縁を契機に、共

通の目標や関心を持つ人々が生活環境を向上させようとお互い

が協力し、意識的・計画的に取り組んでいく中で形成される地域

的なまとまりです。�

　個々の家庭は、生活に必要な補完を集落内の連帯や協力によ

ってではなく、市場や公共が提供するモノやサービスによって充足

するようになっています。それは、代価を支払さえすれば、それ以

上の要求をされることなく、いつでも補完が受けられるということに

つながっているからだと思います。�

　その結果、地区への期待は薄くなり地区の交流行事、祭なども

地域によって徐々に無くなってきました。もしかしたら地区への期

待に何の意義も見出していない方達にとって「理想の地域社会」

なのかもしれません。�

　しかし、住みよい集落環境は、一朝一夕にして成るものではあり

ません。「自分だけが良ければ」とする自我が全面に強く押し出さ

れ、誰もが自分だけを考え、他人やよその家庭を省みもしないと言

うのでは地域社会は成り立たちませんし、住み良い集落環境は改

善できません。�

　弱まる連帯意識、そして一方

では、益々強くなる責任の伴わな

い権利要求が繰り広げられてい

ます。そこで、なんとかまとまりの

ある地域社会を実現するために、

住民意識に根ざしたコミュニティ

活動を促進して、地域の連帯感

に基づいた意識を盛り上げてい

かなければならないと思います。�■谷ノ口拠点地区（全体イメージ）�
整備計画のプラン内容�
海浜部：健康海浜、自然保護・観察、農漁業体験�
崖森部：自然保護観察、自然体験の森�
　　　 保養療養、農漁業体験� ■太平洋岸地域整備基本計画�

まちづくりにおける�
共通理念・キーワード� 共生�

調和�

交流�協働�

色々な人がいて、色々
な結び付きがある。そ
れが地域。地域の改
善は、この結び付きが
大切なのではないで
しょうか。�

祭・行事�
地 域 資 源 �

《特集》�
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イラスト／石川棟密�

「海亀のお墓」�

しっぷう�

かばん�

はま かい どう�

のぞ�

あか どう いろ�

ら�

きっ こう がた�
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こう�
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　地域の持つ風土・文化・産業などの地域資源を最大限に活

用し、機能性及び効率性はもとより、安全性や利便性に配慮し

た魅力ある快適空間の創造が求められています。�

　本協議会では、自然環境に配慮した公園や交流拠点の整

備等に努めるとともに、新世紀に相応しい魅力ある地域を目指し、

併せて子供たちが生まれたことに喜びを感じ、若者が住むこと

に誇りを持ち、老人が暮らすことに安心を実感できる地域の整

備に取り組んでいきたいと思います。�

�

　　　　　　　　　　　　田原町太平洋岸総合整備促進協議会�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　渥美博孝�

 「みんなで考え・行動する地域づくり」が�
 田原町太平洋岸総合整備促進協議会の活動姿勢です。�

◆協議会活動の経過�
H8.1    …協議会発足　　H8.3沿岸部に関する地元要望作成�
H9.3    …基本構想「サングリーン２１」策定�
　　　    方向性≫・自然環境の保全と活用　　　　　　　　　�
　　　　　　　    ・農業基盤、農村環境の整備　　　　　　　　�
　　　　　　　    ・観光・レクリエーション施設の整備　　　�
　　　　　　　    ・幹線道路の整備　　　　　　　　　　　　�
　　　    展　開≫・太平洋岸の魅力を発信するイベントの開催�
　　　　　　　    ・海浜・崖森・農地エリアのエリア別の整備促進�
　　　　　　　    ・渥美半島全体の連絡調整�
　　　　　　　    ・関係機関への要望運動等の展開�
H9.11  …専門部会設置　H10.3海浜・崖森エリアの基本計画策定　�
　　　　　　　　　　    H10.10農地エリア整備の地元検討書作成�
H10.11…第1回表浜自然ふれあいフェスティバル開催�
H11.10…第2回表浜自然ふれあいフェスティバル開催�
H12.11…第3回表浜自然ふれあいフェスティバル開催�
H13.10…第4回表浜自然ふれあいフェスティバル開催�

　　　　　　　　　　　　　◆協議会組織◆（平成１３年８月現在）�
役員　　会　長　渥美博孝（神戸校区総代）�
　　　　副会長　竹内秀夫（大草校区総代）、高橋昭好（東部校区総代）、高津貴康（六連校区総代）�
委員　　町議会議員　大羽敏、河辺正男、彦坂雄三、冨田秀穂、多田辰郎、伊与田知養、川口治吉�
　　　　漁業関係者　冨田正和（神戸漁業協同組合長）、大河豊志（六連漁業協同組合長）、廣中一盛（神戸漁業協同組合）�
　　　　町農業委員　鈴木敏夫、安田和司、水谷正幸、大河　治�
　　　　役場関係者　川口保夫（助役）、鈴木啓之（教育長）、河辺光明（経済部長）、大羽正勝（建設部長）、金田信芳（都市整備部長）�
顧問　　白井孝市（田原町長）、鈴木愿（愛知県議会議員）、岡本勝（JA愛知みなみ農業協同組合代表理事組合長）�
事務局　田原町役場総務部（企画室）　菰田稀一（総務部長）�

 農地エリアの整備 実現に向けての動き�
道路・排水・農地区画・ため池などの農業基盤に加え、集落環境を含め総合的な整備促進を図ります。�

 ソフト事業　 ◆農地基盤に関する実態調査（町事業）　◇農地基盤再整備に関する調査：H11表浜全域�

 ハード事業　◆農村・農地の整備（町事業）　◇農村総合整備事業：H11～神戸地区�

 ハード事業�
◆海岸整備（県事業）�
　◇ 海岸保全事業（傾斜護岸）：大草海岸�
　◇海岸治山事業：南神戸、東神戸、六連�
　◇海岸防災林造成事業：六連�
◆拠点地区の整備促進（町事業）�
　◇海岸公衆便所建設：谷ノ口海岸（Ｈ9整備済）、大草海岸（Ｈ10整備済）�
　　　　　　　　　　 百々海岸（Ｈ11整備済）、東ヶ谷海岸（H13整備済）�
　◇海岸駐車場：大草海岸駐車場（H11整備済）、百々海岸（H12整備済）�

 ソフト事業�
◆表浜自然ふれあいフェスティバル（協議会事業）�
　◇メイン会場：H10谷ノ口海岸、H11大草海岸、H12百々海岸、H13東ケ谷海岸、H14大草海岸�
◆表浜のレクリエーション利用（町教育委員会）�
　◇健康ウォーキング大会（町教育委員会）：H10神戸海岸、H11大草海岸、H14神戸海岸（予定）�
　◇ふれあいウォーキング大会（六連青少年健全育成）：H13六連海岸�

多額な費用を要する海岸保全事業の継続的な実施には、国土保全・防災面に加え、表浜海岸の持つ多面的価値の�
創造を行い、投資効果の向上を図る必要があります。�

 表浜自然ふれあいガーデン 実現に向けての動き�
（平成10年3月策定の海浜・崖森エリアの基本計画）�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

「海亀のお墓」�

侵食の進む表浜海岸�
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